











安全上のご注意 


•ここに示した注意事項は、危害や損害を未然に防止するために重要な 
内容ですので、必ず守ってください。 


A 苟文比人が死亡または重傷を負う 1 
Z !、 言口 可能性力想定される内容。| 

/ t \ ^人が損害を負？可能性及び 

物的損害のみの発生が想定 
— f される内容。 . 


絵表示の例 


I 


〇記号は、「禁止』（しないで 
ください）を示します。 

_記号は、「強制」（必ずして 
ください）を示します。 


A 警告 

③ 

修理技術者以外は、絶対に分解したり修理•改造を 
おこなわないでください。 

•発火したり、異常動作してけがをすることが 
あります。 

■ 

水につけたり、水をかけたりしないでください。 
•感電’ショートの恐れがあります。 

⑱ 

カッターに直接手を触れないでください。 

•けがをする恐れがあります。 

Q 

子供だけで使用させたり、幼児の手の届くところで 
使用しないでください。 

•感電•やけど • けがをする恐れがあります。 

Q 

電源コードや差込プラグが傷んだり、コンセントの 
差し込みがゆるいときは、使用しないでください。 

癱感電 • ショート■発火の原因になります。 

0 

鼋源コードを傷つけたり、破損したり、加工したり、 
無理に曲げたり、引っ張ったり、ねじったり、 

たばねたりしないでください。 

■火災 • 感電の原因になります。 

1Q 

交流10 0 V 以外では使用しないでください。 

•けがの原因になります0 

J 






安全上のご注意 


f 也注意 1 

〇 

差込プラグを抜< ときは、電源コードを持たずに必ず 
差込プラグ部分をもって引き抜いてください。 

•感電やシヨートして発火することがあります。 


使用時以外は、差込プラグをコンセントから抜いてください。 
春けがややけど1絶縁劣化による感電、漏電火災の 
原因になります。 

€ 

V 

部品の取り付け、取り外し及びお手入れする時はスイッチを切り、 
差込プラグを抜いてから行ってください。 

_拍中やけど、感電*漏電火災の原因になります。 

J 

「 使用上のご注意 1 


•器具を水に涹したり、水洗いすること、カップ内に液体や水分を含んだもの 
を入れることは絶対にしないでください。感電、故障の原因となります， 


參電源を入れたままスイッチ穴を棒などで絶対押さないでください。誤って 
スイッチが入った場合、カッターが高速回転しますので大変危険です P 

⑩本体やふたは高い所から落とすなど、急激な衝動を与えますと破損すること 
がありますので、 T 宰に扱って< ださい e 

參ご使用後やお手入れのときは、必ずコンセントから差込プラグを抜いて下さい。 
差込プラグを抜くときは、コードを引っ張らないでプラグを持って抜いてください。 

•器具は、ブラスチック部品を多く使用しておりますので熱源（ガスコン 
ストーブなど）の近くで使ったり、放噩することは変形の原因になりますので 
1 m 以上離して使用、保管してください a 

癱 モーターの 過熱を防ぐため、1分以上の連続運転しないで < ださい。たくさんの 
豆を数回に分け、連練して挽く ときは、合計1分以内を限度に10分以上の間隔を 
空けてご使用ください。 

■挽いた豆は、カッタ_の回転が止まったことを確かめてからふたを開けて取り 
出してください。カッターが回転しているときふたを開けると挽いた豆が 
飛び散ることがあります。 

_ご使用前には、必ず電源コードや差込プラグを点検して < ださい。電源コードや 
差込プラグは傷んだままですと、やけど、感電、火災などの原因になります。 

•本品の汚れは湿った布などでふき取って< ださい，シンナー.ペンジン、ベン 
ソール、灯油などは変貢、変色の原因になりますので使用しないでください a 
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ご使用方法 


1.粉状にしたい材料（コーヒー 
豆•ゴマ_ナッツ等)を本体 
に入れます。 

[ —— — ふたの計量 マークを 参考に 
I - 1 —匕-^1ご使用ください a 

蘇處. 


/ i \ 注意 


•ふたの耐重星は65 g です。 

それ以上はいれないでください^ 




水注息 


_カッターに直接手を触れないでください。 

V # 空運転しないでください & ※故障の原因になります。 

2.ふたをし、スイッチを押してください， 

※操作する時はふたがきちんとしまっているか、 

安全の為もう一度ご確認ください。 

調理時間の目安 


食材 

質量 

調理時間 

ごま 

65 g 

30 秒 

ピーナッツ 

65 g 

10 秒 

煮干 

65 g 

20 秒 

コーヒー (6 杯) 

42 g 

15 秒 

コーヒー （4 杯） 

28 g 

10 秒 

お茶 

4g 

15 秒 

食パン 

20 g 

10 秒 



※使用される食品[こよ 
※調理時間は目安です t 


>て調理時間が異なります 


A 注意 


オーバーヒート防止のため、連続運転は1分以内にし、 
連続して使用する場合は一旦運転を止めてください。 

止めた際は、均等に挽けるように調理物をゆすってください c 
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ご使用方法 


3.お好みの細かさに换けたら、 
調理物を移し変えてください。 

I コーヒー豆が 

コーヒーの風味を保つ為、お作りになる 
直前に挽いて下さい。香りと風味が 
保てます。 



4,差込プラグをコンセントから抜いてください。 



お手入れの仕方 


こ _ A 注意 _: 

象お手入れの際は、差込プラグをコンセントから抜いてください。 
•本体に水をかけたり、水につけたりしないでください。 

春カッターに直接手を触れないでください。 

•ベンジン、シンナーなどの揮発性の洗剤は使用しないでください 〇 
^•食器洗い機や食器乾燥機は使用しないでください。__ 


由ッター1 

きれいなブラシで内部のカッターを 
みがいて、残りの調理物を取り除い 
てください。 

※本体を水につけて洗わないでください。 


本体外側 

ぬれた布で拭いてください。 

汚れがひどい場合は中性洗剤で拭いてくださし、。 

※揮発性の洗剤は使用しないでください。 








IS 修理を依頼される前に 

參通電 しない時は、差込ブラグをコンセントに差し込んでい 
るか点検してください。 



アフターサービスについて 


1.保 II 害は必ず「お買い上げ年月日 J と「販売店名」等所定事項の記入及び記載内容 
をご確認のうえ、お買い上げの販売店からお受け取りください。記載内容をよくお 
読みになり大切に保管してください。 

Z 保証期間は、お買い上げ日から1年間です。保証期間中に修理を依頼されるときは、 
お買い上げの販売店まで保証軎を添えて商品を ご 持参ください。保証害の内容に 
従って修理いたします， 

3 .保証期間経過後の修理についても、お買い上げの販売店にご相談 < ださい e 修理[こ 
よって、機能が維持できる塌合は、お客様のご要望により有料修理いたします。 

4- この製品の補修用性能部品の保有期間は製造打切後 5 年です。補修用性能部品とは、 
その製品の機能を維持するために必要な部品です。 

5- 製品に異常がある場合には、お客様ご自身で修理されたり、手を加えたりすることは危 
です絶対にしないで<ださい & 

6 .アフターサービスについてご不明な点は、お買い上げの販売店 f こお問い合わせくだ 
さい 〇 


燦坤日本電器 株式会社〒11〇-〇〇16 東京都 台 東 医台 東 1 丁目 24 番 1号 

お客様専用 ダイヤル ◦3-3837-1 235 

受付時湖：月〜金 BES S 時〜12時/13時〜17時（土，日 BSi 祝 B はお休み） 

http:// www,tsannkuen.jp 


